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人間の安全保障を考える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再会

 
 
 

 
 
 
 
 
 
国連難民高等弁務官

を考えるトーク

その様

 

 

難民ポスター展

月 

を喜ぶ姉妹 （右）避難をする一家 

事務所と NGO団体で構成されているパリナックでは、「難民と難民支援

イベント」を 2002 年 6 月 20 日より 11 日間実施いたしました。 

子を伝えるポスター展を開倫塾の全校舎で開催します。 
主催 開倫ユネスコ
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ユネスコ 国際連合教育科学文化機関
協会 



〔 はじめに 〕 

 開倫
かりいん

ユネスコ協会
きょうかい

では、２００２年
ねん

６月
がつ

２５日
にち

（火）に、「戦争
せんそう

は心
こころ

の中
なか

で生
う

まれるものであるから、人
ひと

の 心
こころ

の中
なか

に平和
へいわ

のとりでを築
きず

かなければならな

い・・・」というユネスコの考
かんが

えを基
もと

として「人間
にんげん

の安全
あんぜん

保障
ほしょう

を考
かんが

える」とい

うテーマで講演会
こうえんかい

を行
おこな

いました。講師
こうし

は元上智
もとじょうち

大学
だいがく

講師
こ う し

のカディル・ガマール氏
し

、

レフュジーインターナショナル・ジャパンのJane
ジェーン

 Cooke
ク ッ ク

女史
じ ょ し

、足利
あしかが

NPOフォー

ラム代表
だいひょう

の鈴木光
すずきみつ

尚
なお

氏
し

でした。 

「教育
きょういく

」、「難民
なんみん

支援
し え ん

」、「福祉
ふ く し

」を通
とお

して「人間
にんげん

の安全
あんぜん

保障
ほしょう

」を考
かんが

えるためのお

話
はなし

をしていただきました。 
 
〔 難民
なんみん

とは？ 〕 

 難民
なんみん

とは、広い
ひろ

意味
い み

では、戦争
せんそう

や天災
てんさい

(自然
しぜん

に起
おこ

る災害
さいがい

)などのため、家
いえ

を

失ったり
うしな

、家族
かぞく

を失ったり
うしな

、色々
いろいろ

な困
こま

った状態
じょうたい

になった人々
ひとびと

、また戦争
せんそう

による

わざわい、政治
せ い じ

の乱れ
みだ

やそれによって害
がい

を加えられる
くわ

ことをさけて、自分
じぶん

の国
くに

や

生活
せいかつ

していた場所
ばしょ

を出
で

なければならなくなった人々
ひとびと

のことです。私
わたし

たちと同
おな

じ

この世界
せかい

で迫害
はくがい

（害
がい

を加
くわ

えること）や拷問
ごうもん

（体
からだ

に苦痛
く つ う

を加
くわ

えて自白
じ は く

させられる

こと）が行
おこな

われていること、そのこわさを抱いて
いだ

いる人
ひと

たちがいることを思
おも

っ

てみましょう。そして警察
けいさつ

も、周
まわ

りの人
ひと

も、誰
だれ

も自分
じぶん

を助
たす

けてくれないという

状態
じょうたい

を考
かんが

えてみましょう。自分
じぶん

がそのような身
み

の上
うえ

にいたら、どれほどのこわ

さを抱く
いだ

でしょう。難民
なんみん

はそんなこわさを抱いて
いだ

受
う

け入
い

れてくれる場所
ば し ょ

にのがれ

て行
おこな

った人々
ひとびと

です。自分
じぶん

の国
くに

から守
まも

られていない人々
ひとびと

の苦労
く ろ う

はとても大
おお

きなも

のです。難民
なんみん

はとなりの国
くに

にだけのがれるのではありません。難民
なんみん

は世界
せかい

に

散って
ち

いきます。 

そう、日本
にほん

にも難民
なんみん

がきているのです。 

でも、日本
にほん

に来
き

た難民
なんみん

がどのように暮
く

らしているのか、難民
なんみん

を受
う

け入
い

れるための

日本
にほん

のきまりがどうなっているのかほとんど知
し

られていません。ですからぜひ知
し
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ってほしいのです。罪
つみ

もないのにこわい思
おも

いをしている人
ひと

たちを国境
こっきょう

の間
あいだ

にと

りのこさないために。 

 故郷
こきょう

をおわれた人
ひと

の数
かず

は世界
せかい

で約
やく

５０００万人
まんにん

。これは他
ほか

の国
くに

に守
まも

られている

難民
なんみん

と自分
じぶん

の国
くに

にとどまっている避難
ひ な ん

民
みん

を合
あ

わせた数
かず

ですが、その７５～８０％

は女性
じょせい

と子
こ

どもです。そしてその大部分
だいぶぶん

は戦争
せんそう

のために故郷
こきょう

から避難
ひ な ん

した人々
ひとびと

な

のです。 

 

 

 
 
 
 
 
〔 難民
なんみん

条約
じょうやく

 〕 

 難民
なんみん

条約
じょうやく

とは難民
なんみん

を助
たす

けるために決
き

められた約束
やくそく

です。１９５４年
ねん

にでき、 

１９６７年
ねん

にあてはまる範囲
は ん い

を広げて文書
ぶんしょ

にまとめて定
さだ

められました。難民
なんみん

と認
みと

められるためには多く
おお

のきまりがあります。そして認
みと

められた人々
ひとびと

は受
う

け入
い

れて

くれた場所
ばしょ

で守って
まも

もらうことができるのです。 

〔 難民
なんみん

支援
し え ん

 〕 

 難民
なんみん

のトップは、アフガニスタン･エリトリア･カンボジアです。難民
なんみん

に手
て

をさ

しのべ続
つづ

けてきたイラン。イランには数多く
かずおお

の難民
なんみん

が暮
く

らしています。中
なか

には 

２０年
ねん

以上
いじょう

も難民
なんみん

生活
せいかつ

を送
おく

っている人
ひと

もいます。長い
なが

間
あいだ

イランに住
す

んでいるア

フガン難民
なんみん

にとって一番
いちばん

の恵
めぐ

みは教育
きょういく

です。難民
なんみん

と認
みと

められている親
おや

の子
こ

ども

たちは、男子
だんし

も女子
じょし

もほとんど無料
むりょう

でイランの公立
こうりつ

学校
がっこう

に通
かよ

っています。また、

認
みと

められていない親
おや

の子
こ

どもたちも、難民
なんみん

の住
す

んでいる地区
ち く

に作
つく

られた塾
じゅく

のよ

うなところで教育
きょういく

を受
う

けています。すべての子
こ

どもたちは、その両親
りょうしん

の身分
みぶん

な

どに関係
かんけい

なく教育
きょういく

を受
う

けることができるという考
かんが

えでイラン政府
せいふ

が許
ゆる

してい
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るからです。 

 そして、故郷
こきょう

に帰
かえ

れるようになった時
とき

、長
なが

い

間
あいだ

支援
し え ん

に頼って
たよ

きた多
おお

くの人々
ひとびと

は品物
しなもの

をつか

う経験
けいけん

しかありません。自分
じぶん

の 力
ちから

で働いて
はたら

収 入
しゅうにゅう

を得
え

る経験
けいけん

がないのです。そのため、

「食 糧
しょくりょう

の配布
は い ふ

がなくなったらどうするのか。

そのために、今
いま

何
なに

をするべきなのか。」というこ

とを他
ほか

の女性
じょせい

たちと考
かんが

え、話
はな

し合
あ

い、学
まな

ぶこと

が必要
ひつよう

なのです。農業
のうぎょう

や手工芸品
しゅこうげいひん

の技術
ぎじゅつ

を持
も

っ

ていても、それを販売
はんばい

したことがない人
ひと

が多
おお

い

のです。ですから上手
じょうず

に工夫
く ふ う

して収 入
しゅうにゅう

を得
え

て

いる人
ひと

に教
おし

えてもらい、その後
あと

もいつでも困った
こま

時
とき

は相談
そうだん

できるようにしていく

ことが必要
ひつよう

です。 

 難民
なんみん

が故郷
こきょう

に帰
かえ

るという

問題
もんだい

は、ただ帰
かえ

れれば良
よ

いと

いうことだけではなく、帰
かえ

っ

た後
あと

の生活
せいかつ

のたて直
なお

しと、

故郷
こきょう

に落
お

ち着
つ

いて生活
せいかつ

がで

きるということが問題
もんだい

なの

です。豊
ゆた

かでもなく、平和
へいわ

も

完全
かんぜん

に戻
もど

っていない故郷
こきょう

で

生活
せいかつ

ができるようにするには、世界
せかい

の人々
ひとびと

、国々
くにぐに

が難民
なんみん

が帰
かえ

った母国
ぼ こ く

のたて直し

について、長
なが

い期間
き か ん

協 力
きょうりょく

することが必要
ひつよう

なのです。 

 

 

連 絡 先：開倫ユネスコ協会 （事務局長 高尾初江） 

栃木県足利市堀込町 145 

TEL：0284-72-5915 
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